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あげた対象物の面で，実にタイムリーな出 それぞれ uオオウキモと水質汚染"及び恨ケ

版物といえる。海潔類あるいは海藻と関係 /レフ。資源の利用"を扱っている。次の題名

をもっ海産生物群集の調査研究を進める際 で刊行または印刷中である。

によい指針の役目を果してくれると思う。

乙の分野の研究に携わるもの，あるいは興 1. The Effects of Discharged Wastes on 

味をもつものに一読を奨めたい。 Kelp(1964) 

編者 NORTH博士(カリフォノレニア工 The Institute of Marine Resources， 

税大学教授)は昨夏の国際海藻学会議で来 University of California編.

日し，引続いて行なわれた日米合同斜学セ 申込先:Room 316， 1227 0 Street， 

ミナーにも参加されたので，日本人にはお Sacramento， California， U. S. A. 

なじみの方達も多いと思う。永年にわたっ 2. The Utilization of Kelp Bed Resources 

て，この大きな研究プログラムの推進者で (In press) 

あり，かっこの本の編集者となった同博土 Fish Bulletin series California 

の努力は大いに称えられてよい。なお，今 Department of Fish & Game， 

回刊行の本は，上記プログラムの研究成果 Sacramento， California， U. S. A. 

溌扱った三部作の一つであり，他の二部は (千原光雄，国立糾学博物館〉
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録 事

本学会懇談会 I.B. P.の熱帯アジア班の一員として，

日本水産学会年会を機に昭和47年4月2 腐植酸性のベラ湖に調査に赴かれた熊野茂

日午後6時から，全海苔会館会議室におい 氏より「マレー半島の自然と人間」と題す

て，本学会懇談会が開催された。会は岩本 る講演を美しいスライドを観賞し乍ら拝聴

康三氏の司会により広瀬弘幸会長のあいさ し 9時すぎ閉会した。

つで姶まった。会長はあいさつのなかで， 尚，この会の開催に際して，全海苔協会

今年は創立20周年を迎えるので，会員すベ から寄付をいただいたことを付記して感謝

ての人々の意向を盛りこんだ記念事業を行 の怠を表わします。

ないたい，また本会の運営なども含め，ど 出席者 (31名)

んな些細なことでも会長まで意見を書き送 新崎盛敏，秋山和夫，有賀祐勝，

ってほしい，との協力要請があった。つい 千葉尚二，千原光雄，林田文郎，

で，山田幸男名誉会長の音頭で，会の今後 早川光行，広瀬弘幸，堀 輝三，

の発展を祈って乾杯し会食に移った。恒例 市村輝宜，庵谷 晃，今回 克，

の出席者全員の自己紹介があり，紅一点の 岩本康三，岩崎英雄，池森雅彦，

山田珠恵氏，最長老の渡辺篤氏をはじめ， 黒木宗尚，金子 孝，鬼頭 釣，

それぞれの熱のともった抱負，若々しい夢 熊野 茂，正置富太郎，野沢治治，

などが語られた。宴たけなわの頃，最近 尾形英二，岡本恒美，斎藤俊一，
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佐藤重勝，谷口森俊.富永裕之，

渡辺 篤，山田珠恵，山田幸男，

山岸高旺。

昭和 46年度決算

収 入 の

会費 301人 (353件〉

ノ〈 ‘Y ク 442冊

寄 付 2件

利 子

小 計

前年度繰越金

総 計

新入会 (6名)

部

...e.. 
z 

334，494円
239，899 
105，450 
2，270 

682，113 
78，744 
760，857 

員

支 出 の

印刷費 18巻3号残

19巻1号

19巻2号

19巻3号

発送費 19巻 1-3号

通 信 重雪

消耗品質

幹事手当・謝机

換金手数料

計

次年度繰越金

総 計

移 動

部

住所変更 (7名)

100，000円
147，500 
158，700 
159，500 
24，680 
22，390 
5，260 
42，000 
740 

660，770 
100，087 
760，857 
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退会 (4名〉

与儀喜雄・尾山実美・明治製菓中央研究所

.静岡県瑚瞬水産高校

昭和 46年度庶務会計報告
(昭和46年4月1白から 昭和47年3月31日まで)

庶・務報告

1. 昭和46年4月1日 本学会事務所は引

続き神戸大学理学部性物学教室に置かれ

る乙とになり，幹事に次の諸氏が委嘱さ

れた。坪由宏・高田昭典(編集)， 高

橋永治(会計)，熊野茂(庶務)，榎本

幸人・岩本康三(幹事)。

2. 昭和46年4月1日 会海苔会館に於て

懇談会(講演:バイキングの故郷園を訪

ねて正置富太郎氏)を閲催。出席38名。

3. 昭和46年4月25日 「藻類」第19巻第

1号発行。

4. 昭和46年8月8-12日 本学会共催の

第7回国際海藻学会識が札幌市で開催さ

れた。 8月13-17日間関西エクスカーシ

ヨンが行なわれた。

5. 昭和46年8月25日 「藻類」第四巻第

2号発行。

6. 昭和46年10月4日 山形大学理学部小

会議室において午後4時より評議員会，

会議室において，午後5時30分より総会

を開催，出席者37名。

議事 1)議長に中沢信午民選出，

2)庶務会計報告，編集報告，

3)昭和46年度予算案可決。

7. 昭和46年12月25日 「藻類」第19巻第

3号発行。

8. 昭和46年12月30日l持廻り評議員会，

9. 昭和47年1月25日l議題:本学会20周

年記念事業・昭和47年度総会当日の催し

について。

10.昭和47年3月31日現在会員 615名。

日本藻類学会宛寄贈文献

(昭和46年4月1日一昭和47年3月31日)

-雑誌一 tion for Biological Oceanography 1 (1) 

日本菌学会会報 12(1)1971-12(2)1971 1971 

南極資料 (39)， (40)， (41)， (42) 1971 BOTOHH'IeCKH白>KypHOJI 56(2)-56(11) 

国会図書館逐次刊行物目録 1969 1971 

Acta Botanica Fennica (95) 1970 

Acta Biologica Venezuelica 7 (2) 1971 一別 刷一

Memorandaおcietatispro Fauna et Flora 谷口森俊 (1970)宮古島の海藻群落医

Fennica (46) 197←(47) 1971 学と生物学 81(6) 

Proceedings of the International Associa- 一一(1970) 釧路の海藻群落 海重量研究資
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料(1) 向上 (4) 

一一 (1970)ノサップ仰の海藻群落 一一(1970) フイリッヒ。ン ・マタプンカイ

向上 (3) 海岸の海藻群落北陸の植物 18(3-4) 

一一(1970)留耳目の海藻群落 同上 (3) 一一(1971)台湾の海藻群洛(その1)

(1970)寿都の海藻群落 向上 (4) 医学と生物学 82(1) 

一一(1970)愛知県西浦半島の海務群落




